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★ ＨＭＤ ＨＳ９５４５ひずみＡＭＰ

外観及び寸法 Ｒｉｎ及びＲｂａｌａ位置

入力レンジ

最大高さ ５０ｍｍ センサー ﾊﾞﾗﾝｽ ｹﾞｲﾝ 入出力 最大奥行き Ｒｉｎ

ＨＭＤ HS9545 ｱﾝﾌﾟ ５０ｍｍ VR4

横幅１００ｍｍ Ｒｂａｌａ

重さ ２００ｇ

ＨＳ９５４５ＡＭＰは低ノイズの動ひずみアンプで、ゼロバランス及び出力ＡＴＴ調整（ゲイン）
が出来るコンパクトなアンプです。－Ｒはレンジ付きで、標準１００～５０００倍です。
尚、下記で示す ｍＶ／Ｖ は、２０００倍した数値が、ストレン表示（μｓ）となります。
１２０Ωひずみゲージに接続する場合は、専用ブリッジケーブルを使用します。
バリダイン社の差圧計ＤＰ１５、ＤＰ３６３等は、専用ケーブルを使用します。

【電源】・ ・ ・ ・ ・ＴＹＰＥにより異なります。アンプに使用電源が明記されています。
ＡＣ１００Ｖ、ＤＣ１０～１６Ｖ、ＤＣ±６～１５Ｖ（消費電流 無負荷
３０ｍＡ、１２０Ωセンサー接続で４０ｍＡ）等が標準品です。

【温度、湿度】・ ・０～４０℃（標準）、８５％ＲＨ以下

【 ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧】・ ・ＡＣ１～２ＶＲＭＳ、４～６ＫＨＺです。

【センサー】・・ ・対象センサーは、ひずみゲージ式です。
入力アンプゲイン抵抗により下記のようになります。
Ｒｉｎ＝ ５０Ωでは、定格出力が ２ｍＶ／Ｖ以下のセンサー
Ｒｉｎ＝２００Ωでは、定格出力が ８ｍＶ／Ｖ以下のセンサー (標準 )
Ｒｉｎ＝５００Ωでは、定格出力が２０ｍＶ／Ｖ以下のセンサー
入力レンジ切替型では、（ 20,50,100,200,500,1000,None Ω標準）になります。

【出力】・ ・ ・ ・ ・出力は、使用電源及び出力ＡＴＴ（ゲイン）により異なります。標準 R2=12K Ω
このアンプの出力は、倍率（ゲイン）： ((20000/Rin(Ω ))+1)*R2(ＫΩ )/2
出力＝（センサー出力／ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧）＊倍率 ｍＶ
出力ＡＴＴ（ゲイン）の調整で、Ｒｉｎにより下記のようになります。
Ｒｉｎ＝ ５０Ωでは、定格出力＊２０００倍
Ｒｉｎ＝２００Ωでは、定格出力＊ ５００倍（標準）
Ｒｉｎ＝５００Ωでは、定格出力＊ ２００倍
＜ｆ特性 ＞・・・２５Ｈｚ－３ｄＢ（標準）

（Ｃ２～４ ４７４ＰＦ、Ｃ５ ４７４ＰＦ）
＜ｆ特性 ＞・・・１００Ｈｚ－３ｄＢ

（Ｃ２～４ ４７４ＰＦ、Ｃ５ １０４ＰＦ）
＜ｆ特性 ＞・・・７００Ｈｚ－３ｄＢ

（Ｃ２～４ １０４ＰＦ、Ｃ５ １０３ＰＦ）
＜ｆ特性 ＞・・・２．５ｋＨｚ－３ｄＢ

（Ｃ２～４ １０３ＰＦ、Ｃ５ １０２ＰＦ）
＜ｹﾞｲﾝﾄﾞﾘﾌﾄ＞・・・０．０１％ＦＳ／℃（最大）
＜ｾﾞﾛ ﾄﾞﾘﾌﾄ＞・・・０．０２５％ＦＳ／℃（最大）
＜ﾉﾝﾘﾆｱﾘﾃｨｰ＞・・・０．０５％／ＦＳ（最大）

【ｾﾞﾛﾊﾞﾗﾝｽ】 ・ ・ ・センサーのゼロ調整が出来ます。
調整範囲は、入力アンプバランス抵抗により下記のようになります。
Ｒ bala ＝ ５ＫΩでは、±（ｾﾝｻｰ入力抵抗／１００）＊５ｍＶ／Ｖ（標準）
Ｒ bala ＝５０ＫΩでは、±（ｾﾝｻｰ入力抵抗／１００）＊０．５ｍＶ／Ｖ
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【出力 ＡＴＴ】・ ・出力電圧調整用のアッテネーターです。（ゲイン表示）
出力０～最大（Ｒｉｎによる出力）まで連続に調整出来ます。

【入出力ｺﾈｸﾀ】 ・ ・タイプＤＣ 電源及び出力用コネクタです。ロガーと接続の場合は、
ＨＳ９５４５入出力中継ｹｰﾌﾞﾙを使用します。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｍ（本体側）

Ａ ＋ＤＣ電源
Ｂ
Ｃ ０Ｖ
Ｄ out ＋（＋出力信号）
Ｅ －ＤＣ電源
Ｆ out ０Ｖ
Ｇ

【入出力ｺﾈｸﾀ】 ・ ・タイプＡＣ 電源及び出力用コネクタです。ロガーと接続の場合は、
ＨＳ９５４５入出力－ＡＣ中継ｹｰﾌﾞﾙを使用します。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｍ（本体側）

Ａ ＋ＤＣ電源（１０～１６Ｖ）
Ｂ
Ｃ ０Ｖ
Ｄ out ＋（＋出力信号）
Ｅ 接続不可
Ｆ out ０Ｖ
Ｇ

＜タイプＡＣ用ケーブル ＨＳ９５４５入出力－ＡＣ１＞

コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｆ（１０．５）
出力コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｍ（１０．５）

＋出力 （Ｄ）
－出力 （Ｂ）

シールド（Ｅ）
入出力ｺﾈｸﾀ

出力ｺﾈｸﾀ
ＡＣアダプター
ＤＣ９～１２Ｖ

１００～３００ｍＡ

【ｾﾝｻｰｺﾈｸﾀ】 ・ ・ ・センサー用コネクタです。標準的な接続です。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｆ（本体側）

Ａ Ｐ＋（＋ブリッジ電源）
Ｂ Ｓ－（－入力信号）
Ｃ Ｐ－（－ブリッジ電源）
Ｄ Ｓ＋（＋入力信号）
Ｅ シールド
Ｆ
Ｇ
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★ ＨＭＤ ＨＳ９５４５－ＬＶＤＴＡＭＰ

外観及び寸法 Ｒｉｎ及びＲｂａｌａ１，２位置
（内部バランス型）

入力レンジ

最大高さ ５０ｍｍ センサー ﾊﾞﾗﾝｽ ｹﾞｲﾝ 入出力 最大奥行き Ｒｉｎ

ＨＭＤ HS9545 ｱﾝﾌﾟ ５０ｍｍ

横幅１００ｍｍ Ｒｂａｌａ１，２

重さ ２００ｇ

ＨＳ９５４５－ＬＶＤＴＡＭＰは低ノイズのＬＶＤＴアンプで、ゼロバランス及び出力ＡＴＴ
調整（ゲイン）が出来るコンパクトなアンプです。
バリダイン社の差圧計ＤＰ１５、ＤＰ３６３等はこの設定で使用します。

【電源】・ ・ ・ ・ ・ＴＹＰＥにより異なります。アンプに使用電源が明記されています。
電源は、入出力コネクタから供給します。
ＡＣ１００Ｖ、ＤＣ１０～１６Ｖ、ＤＣ±６～１５Ｖ（消費電流 無負荷
３０ｍＡ、１２０Ωセンサー接続で４０ｍＡ）等が標準品です。

【温度、湿度】・ ・０～４０℃（標準）、８５％ＲＨ以下

【 ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧】・ ・ＡＣ１～２ＶＲＭＳ、４～６ＫＨＺです。

【センサー】・・ ・対象センサーは、ＬＶＤＴです。
入力アンプゲイン抵抗により下記のようになります。
Ｒｉｎ＝ ５０Ωでは、定格出力が ２ｍＶ／Ｖ以下のセンサー
Ｒｉｎ＝ ５００Ωでは、定格出力が２０ｍＶ／Ｖ以下のセンサー
Ｒｉｎ＝１０００Ωでは、定格出力が４０ｍＶ／Ｖ以下のセンサー
入力レンジ切替型では、（ 20,50,100,200,500,1000,None Ω標準）になります。

【出力】・ ・ ・ ・ ・出力は、使用電源及び出力ＡＴＴ（ゲイン）により異なります。標準 R2=12K Ω
このアンプの出力は、倍率（ゲイン）： ((20000/Rin(Ω ))+1)*R2(ＫΩ )/2
出力＝（センサー出力／ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧）＊倍率 ｍＶ
出力ＡＴＴ（ゲイン）の調整で、Ｒｉｎにより下記のようになります。
Ｒｉｎ＝ ５０Ωでは、定格出力＊２０００倍
Ｒｉｎ＝ ５００Ωでは、定格出力＊ ２００倍
Ｒｉｎ＝１０００Ωでは、定格出力＊ １００倍（差圧計ＤＰ１５）
＜ｆ特性 ＞・・・２５ＨＺ－３ｄＢ（標準）

（Ｃ２～４ ４７４ＰＦ、Ｃ５ ４７４ＰＦ）
＜ｹﾞｲﾝﾄﾞﾘﾌﾄ＞・・・０．０１％ＦＳ／℃（最大）
＜ｾﾞﾛ ﾄﾞﾘﾌﾄ＞・・・０．０２５％ＦＳ／℃（最大）
＜ﾉﾝﾘﾆｱﾘﾃｨｰ＞・・・０．０５％／ＦＳ（最大）

【ｾﾞﾛﾊﾞﾗﾝｽ】 ・ ・ ・センサーのゼロ調整が出来ます。
調整範囲は、入力アンプバランス抵抗により下記のようになります。
Ｒ bala1,2 ＝１００ＫΩでは、 ±１００ｍＶ／Ｖ
Ｒ bala1,2 ＝５００ＫΩでは、 ±２０ｍＶ／Ｖ（差圧計ＤＰ１５）
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【出力 ＡＴＴ】・ ・出力電圧調整用のアッテネーターです。（ゲイン表示）
出力０～最大（Ｒｉｎによる出力）まで連続に調整出来ます。

【入出力ｺﾈｸﾀ】 ・ ・タイプＤＣ 電源及び出力用コネクタです。ロガーと接続の場合は、
ＨＳ９５４５入出力中継ｹｰﾌﾞﾙを使用します。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｍ（本体側）

Ａ ＋ＤＣ電源
Ｂ
Ｃ ０Ｖ
Ｄ out ＋（＋出力信号）
Ｅ －ＤＣ電源
Ｆ out ０Ｖ
Ｇ

【入出力ｺﾈｸﾀ】 ・ ・タイプＡＣ 電源及び出力用コネクタです。ロガーと接続の場合は、
ＨＳ９５４５入出力－ＡＣ中継ｹｰﾌﾞﾙを使用します。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｍ（本体側）

Ａ ＋ＤＣ電源（１０～１６Ｖ）
Ｂ
Ｃ ０Ｖ
Ｄ out ＋（＋出力信号）
Ｅ 接続不可
Ｆ out ０Ｖ
Ｇ

＜タイプＡＣ用ケーブル ＨＳ９５４５入出力－ＡＣ１＞

コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｆ（１０．５）
出力コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｍ（１０．５）

＋出力 （Ｄ）
－出力 （Ｂ）

シールド（Ｅ）
入出力ｺﾈｸﾀ

出力ｺﾈｸﾀ
ＡＣアダプター
ＤＣ９～１２Ｖ

１００～３００ｍＡ

【ｾﾝｻｰｺﾈｸﾀ】 ・ ・ ・センサー用コネクタです。標準的な接続です。
コネクタ型名：多治見 ＰＲＣ０３－２３Ａ１０－７Ｆ（本体側）

Ａ Ｐ＋（＋コイル電源）
Ｂ Ｓ－（－入力信号又はバランス入力信号）
Ｃ Ｐ－（－コイル電源）
Ｄ Ｓ＋（＋入力信号）
Ｅ シールド
Ｆ センサーケース
Ｇ
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★ ＨＭＤ ＨＳ９５４５Ｒレンジ付きひずみＡＭＰのオフセット調整

外観及び寸法 Ｒｂａｌａ位置

入力レンジ

最大高さ ５０ｍｍ センサー ﾊﾞﾗﾝｽ ｹﾞｲﾝ 入出力 最大奥行き オフセット

ＨＭＤ HS9545 ｱﾝﾌﾟ ５０ｍｍ VR4

横幅１００ｍｍ Ｒｂａｌａ

重さ ２００ｇ

ＨＳ９５４５ＡＭＰ－Ｒレンジ付き動ひずみアンプのオフセット調整方法を示します。
アンプの電源、ひずみ校正器又は、３ｍＶ／Ｖ以下のセンサーをアンプに接続します。
アンプの出力をマルチメータに接続し、ＤＣ ＶＯＬＴＳ、１ｍＶが読み取れるレンジを
使用します。
ケースを外して、オフセット調整が出来るようにします。
電源接続から５分程度後で、以下の手順に従い、オフセット調整を行います。
尚、この調整は基本的にはユーザで行う必要は無く、点検等で必要に応じて行います。

【１ 】 ・ ・ ・ ・ ・出力ＡＴＴ（ゲイン）を再調整してよい場合は、入力レンジを５０００にして、
マルチメータの読みが最大になるようにゲイン調整器を、付属ドライバで回します。

【２ 】 ・ ・ ・ ・ ・入力レンジを５０００にして、マルチメータの読みが”０ｍＶ”に近い位置に
なるようにバランス調整器を、付属ドライバで回します。

【 ３ 】 ・ ・ ・ ・ ・入力レンジをＮｏｎｅ（又は２００）にして、マルチメータの読みが”０ｍＶ”に
近い位置になるようにケース内部のオフセット調整器を、付属ドライバで回します。

【４ 】 ・ ・ ・ ・ ・再度、レンジを５０００にして、マルチメータの読みが”０ｍＶ”に近い位置に
なるようにバランス調整器を、付属ドライバで回します。

【 ５ 】 ・ ・ ・ ・ ・再度、レンジをＮｏｎｅ（又は２００）にして、マルチメータの読みが”０ｍＶ”
に近い位置になるようにケース内部のオフセット調整器を、付属ドライバで回します。

【６ 】 ・ ・ ・ ・ ・入力レンジを切り替えて、マルチメータの読みが”１ｍＶ”以上の場合は、
４から５を繰り返します。以下の場合は、オフセット調整は完了です。

★ ＨＭＤ ＨＳ９５４５Ｒレンジ付きひずみＡＭＰのゲイン調整

【センサー】・・ ・対象センサーは、ひずみゲージ式です。
入力アンプゲイン抵抗（Ｒｉｎは無し）で、入力レンジ切替型で、
標準（ 20,50,100,200,500,1000,None Ω）になります。

【出力】・ ・ ・ ・ ・出力は、使用電源及び出力ＡＴＴ（ゲイン）により異なります。標準 R2=12K Ω
このアンプの出力は、倍率（ゲイン）： ((20000/Rin(Ω ))+1)*R2(ＫΩ )/2
出力＝（センサー出力／ﾌﾞﾘｯｼﾞ電圧）＊倍率 ｍＶ
標準では、出荷時に５００倍レンジが出力ＡＴＴ調整されています。
その他のレンジは、成績書に明記されています。
再調整又は任意のレンジを調整する場合は、ひずみ校正器又は、定格出力が
明確なセンサーを使用して調整します。この場合、他のレンジも変わります
調整前の倍率と調整後の倍率の比率で、他のレンジも変更されます。
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